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 論 談 録
第１回「デザイン学論談」レポート 
日 時 ： 2015年6月15日 16:30～19:00 
場 所 ： 吉田キャンパス デザインファブリケーション拠点
参 加 者 ： 11名 
教員：富田、中小路、荒牧、山内、平本、北
学生：太田、北野、佐藤、越智、長見












































会的現象について2つの捉え方を提示した。1つは、「The McDonaldization of 
Society（Ritzer）」で言及される効率性や予測可能性等の構造的側面である。2






 論 談 録  
まとめ 
「デザイン学論談」を終えて、議論が盛り上がった点を振り返ると、デザイン
の領域でまだ議論がされていない点、つまりもやもやしている点であったと思
う。デザインの複雑さを感じると同時に、研究的な可能性を感じる内容ばかり
であった。「デザイン学論考」は執筆者の想いや思考をとにかく書いてみるとい
う機会であり、研究的には未熟であるものの鮮度の高い内容である。であるが
ゆえに、新鮮なテーマを自由に討議する場として、「デザイン学論談」という場
のもつ魅力を感じるものであった。 
 
次回「論談」は、次号「デザイン学論考 vol.5」の発行までに行なう予定。皆
様の積極的なご参加をお待ちしております。
